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第 63 号 桂坂山の手倶楽部だより                          

        桂坂山の手倶楽部だより編集委員会 令和３年 12月１日発行 

 

 

  

 

1982年（昭和 57年）に人口 3000人余りの鳥取県泊村(とまりそん)（現在は合併して湯

梨浜町(ゆりはまちょう)）で生涯スポーツとして考案されたグラウンド・ゴルフは、愛

好者が 300万人以上いると言われます。＜いつでも、どこでも、だれでも＞という手軽

なスポーツで健康長寿の担い手として海外にも広まっています。来年にはワールドマス

ターズゲームズ 2021開催の公式競技が湯梨浜町で開催予定です。 

その魅力を今回は紹介します。是非、皆さんも入会して一緒にプレーしてみません

か！！ 

  

どんなスポーツ？   

  

簡単なルール…クラブでボールを打ちホールポストにいれるだけ。その打数の少なさを競います。 

ホールインワン（トマリ）は総打数から 3打引くことが出来ます。 

コース…標準のコースは 50、30、25、15メートルの各 2ホール計 8ホールで構成。ただし、場所によって 

距離やホールポストの数を自由に設定することができます。 

個人で揃えるもの…基本的にはクラブとボールがあればできます。あと、ボール位置をマークするマーカー。 

      クラブは 1～2万円。ボールは 800円前後。クラブバックは 3.000円前後で購入できます。 

 

左写真は同同好会の最高齢 95

歳の中村起美子さん（かえで）

です。ホールインワンも多数経

験され今も現役で毎回楽しみ

にプレーされています。お元気です！！ 

10 月 4 日参加の男性の最高齢は細谷修三さん

（89 歳、かえで）。家でテレビを観ているより爽

快な気分になれるとワクワクされていました。        

 

（写真）久しぶりの再会＆再開。24名が参加しました。（撮影時以外はマスクを着用しています） 

 

 

 

 

 

 

＊記事の引用：7月 1日夕刊読売新聞、日本グラウンド・ゴルフ協会ＨＰなど。編集：大矢修一 

（1） 

 

同好会の魅力を訪ねて（第 2回） 
グラウンド・ゴルフをやってみませんか‼ 

魅力いろいろ 

☺時間の制限がない ☺審判は自分自身 ☺プレーヤーの数に制限が

ない ☺高度な技術がなくても出来る ☺適度な運動＆頭も使う 

 

 

 

グランウンド・ゴルフ同好会 責任者  西井征一さんから皆さんへ 

定例活動は毎週月曜日、金曜日と第 1・第 3水曜日の午前中、主に「あかしあ公園グラウンド」で、時には「ふ

れあい公園グラウンド」で行っています。【ただし、冬季（1・2 月）夏季（8 月）は休みです。】マンネリ化を

防ぐために、ホールインワン賞や月間賞等を出しています。その他、対外試合にも参加しています。会員全員

和気あいあい元気に活動しています。興味がある方、一度見に来てください。 



第 27回 趣味の作品展紙上再現 

秋たけなわの去る 10月 30、31日、自治連合会の文化祭に協賛して桂坂小学校クロバーホー

ルで「第 27 回趣味の作品展」が開催されました。書道、絵画、写真各同好会会員ならびに一

般会員から計 122 点の出展を頂きました。コロナ禍の中、文化祭協賛効果で前回に比べ 21 名

増の 279 名の来場者があり、交流棟入口には森園さん出展の見事な菊が彩を添え皆

さんのお越しを歓迎しました。 

書道同好会作品 

絵画同好会作品              （小池先生の書） 

 

 

 

 

（園先生の絵画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

写真同好会作品                        （上の写真は一般会員出展コーナー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 



一般会員の作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナの影響で例年より出展数の減少を懸念しましたがほぼ同じで、いずれも趣味の領域を超える力作ぞろい

で皆様の多彩な才能を改めて知らされました。芸術、文化、スポーツを介して周囲の人たちと広く交流し輪を広

げ日々元気に過ごしましょう。来年も皆さんの一層の秀作集合を楽しみにしています。 

 

出展者及び関係者の皆さんご苦労さまでした 

 

（３） 

紙面制約上全ての作品

写真は掲載できなかっ

たことをお詫びします。 

（坂部 記） 



会員による“私の趣味を紹介します”シリーズ  

 

しらかば自治会 坂井義男さんの多彩な趣味を紹介します 

 

魚釣りから始まって、竹細工、シイタケ栽培、メダカの飼育など多彩な趣味

をお持ちの坂井義男さんの趣味の一端を皆さんに紹介します。 

まず一つ目は、“メダカの飼育”を紹介します。坂井さんにそのコツをお聞き

すると「現在、9 鉢プラス 60 ㎝の水槽 2 杯で飼っています。メダカの飼い方

は、初めに水道水をバケツで 1日カルキ抜きをしてから使います。水の入れ替

えは半分残して換えています。夏は月に 2 回、冬は出来るだけ触らない。12

月～3月はエサもいらない。4月以降水温が 25℃以上になると産卵し始めます

ので水草などを別の容器に移します。春は約 1か月、夏は 15日で孵化します。

醍醐味は色々な種類のメダカを掛け合わせて新種が生まれることです。ワクワ

クしながら待つことがとても楽しみです。皆さんも飼ってはどうですか？癒さ

れますよ‼」と、このようにコメントしてもらいました。他の会員の方もメダ

カを飼っている方がいらっしゃると聞いています。わからないことがあれば坂

井さんに相談されてみては如何ですか。（坂井さん自宅☎333-5161） 

 

 さて、次は“竹細工”です。「知り合い

からもらってきた青竹を加工して花瓶

を作って友達などに差し上げています。

昨年は 28個作りました。今年の「趣味

の作品展」にも出品しました。      

12月に入ったら正月用の松竹梅の寄せ

植えも作る予定です。」 

  

今回は紙面の都合上一部分だけを掲載いたしましたが、次回以降に坂井さんの他の趣味を掲載致しますので、 

乞うご期待‼（大川義弘が取材しました） 

 

  

 

  （1）新しく会員になられた方 

     達山
たつやま

宇一郎
う い ちろ う

さん（さつき自治会）ゴルフ同好会（3.11.3入会） 

  （2）退会された方 

     菊野清子さん（ひいらぎ）、板原雅子さん（さつき）以上の方が退会されました。 

  （3）ご逝去の報告 

     鶴蒔静男さん（さつき）が令和 3年 8月 20日に逝去されました。ご冥福をお祈りいたします。 

  （4）本年度会員数の状況（令和 3年 12月 1日現在） ２１６名 

 

 

   

（4） 

会員の状況 

本年度（編集委員）大矢修一、坂部行雄、大川義弘、清水健男 

（協力委員）星野法子、磯野恵美子、小阪美智子 


